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ＪＰＩＣ
「
本
の
日
」記
念

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
大
賞
実
施

双葉社
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」

書
店
で
ブ
ラ
ン
ド
強
化

書
店
向
け

　
　

特
製
什
器
を
提
供

映
画
に
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
で
作
ら
れ
た
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん

ち
ゃ
ん
」
の
特
製
什
器

株式会社筑摩書房

社内情報を活用するプラッ
トフォーム「INPRO」構築

加速する
出版流通システム

左
か
ら
坂
本
取
締
役
、
増
田
専
務
、
総
務
部
で

シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る
海
老
原
勇
氏

︵
上
︶﹃
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
﹄

︵
右
︶﹃
82
年
生
ま
れ
、キ
ム・ジ
ヨ
ン
﹄

︵
左
︶﹃
し
か
も
フ
タ
が
無
い
﹄

　株式会社筑摩書房はこのほど、株式会社光和
コンピューターと共同で書誌情報や在庫情報な
ど社内で発生したデータを活用する情報プラッ
トフォーム「INPRO」を開発。販売情報やパブ
情報などのデータも収集し、ロングセラーの版
を重ねながら事業を継続するための ERP 環境
を構築している。

株式会社筑摩書房
創　業：1940 年 6 月 18 日
従業員：79 名
資本金：7350 万円
代表者：喜入冬子
所在地：〒 111-8755 東京都台東区蔵前 2-5-3
電　話：03-5687-2693（総務部）

　同社は 1940 年に創業し、かつては個人全集など
重厚な出版物で知られたが、1985 年にちくま文庫、
1992 年にちくま学芸文庫、1994 年にちくま新書を創
刊し、現在は年間300点強の新刊のうち8割程度をペー
パーバックが占める。
　文庫は創刊当時から定価が 1000 円を超えるような
古典的定番タイトルも多数含まれる学芸文庫をはじ
め、ちくま文庫も『宮沢賢治全集』『シェイクスピア
全集』など長大な作品をラインナップしており、ロン

わたって販売していく出版スタイルを確立してきた。
　「80 年代後半から 90 年代に、重厚長大から一般向

情報資産いかすERP構築目指す
　基幹システムは汎用機が一般的だった 90 年代から、
システム会社と Windows サーバーを使ったシステ
ムをスクラッチで開発し、販売・物流などの業務を支
えてきた。しかし、商品マスタや物流システムがかつ
ての「出版 VAN」の仕様に準拠していたことや、デー
タ加工や帳票作成が独自にできる環境であったことか
ら業務が属人化する傾向もあり、システムのリプレー
スを検討。

出版社のハブとなり、課題解決へ導いてくれることを
期待したい」( 坂本取締役 ) との考えからだ。
　「INPRO」は 知 的 創 造 を 意 味 す る「intellectual 
production」の略。今後は書誌情報にとどまらな
い様々な情報のプラットフォームに発展させ、情
報 を 統 合 (integration) し、さ ら に は、革 新・創 造

（innovation）につなげ、アイデアや発想がうまれる
ことを期待している。

グセラーになる作品を中心に構成する。
　販売面でも、紙スリップ収集の時代から、書店の販
売データを集めて単品ごとの売れ行きを把握し、自社
倉庫での在庫管理と小ロットな重版を重ねる手法を構
築。部数が限られる作品でも、ある程度の価格を設定
し、稼働点数 5000 点余という多くの既刊在庫を長期に

　2018 年に大宮にあった自社倉庫をやめ
て、株式会社昭和図書に物流業務を委託し
たことで、独自の物流システムは不要に
なったことや、販売管理など従来の業務シ
ステムは継続して使うことができるため、
ERP システムの導入ではなく「業務シス
テムで発生するデータを資産として有効に
いかす ERP 環境を構築することを目標に
しました」と坂本誠取締役経理部長・シス　
テム管理者は話す。
　それまで情報交換程度だが 20 年以上の
つき合いで信頼感があった光和コンピュー
ターに相談。まず課題があった印税システ
ムを導入して信頼を深め、ついで光和コンピューター
の ERP システムの知見を得てイントラシステムであ
る「INPRO」を開発した。
　「INPRO」では書誌マスタの管理から開始し、日
本出版インフラセンター (JPO) の出版情報登録セ
ンター（JPRO）への登録も、光和コンピューターの
JPRO 支援サービス「K-PRO」と連携して実装してい
る。

　JPRO に直接つながないのは、「当社のみ
では業界の急激な変化に即座に対応するのが
困難。光和さんには同じような事情を抱える

けに大きくシフトチェンジしたこ
とにより、当社の規模でも一定の
成功を収めることができたと思い
ます。2022 年度は巣籠の反動も
あり厳しい環境でしたが、新書で

『ウクライナ戦争』( 小泉悠 )、文庫
で『しかもフタが無い』( ヨシタケ
シンスケ ) や、文庫化した『82 年
生まれ、キム・ジヨン』( チョ・ナ
ムジュ ) といった商品がけん引し
て売上を支えることができていま
す」と増田健史専務取締役は話す。

新聞書評コーナーに力を入れる書店
　
宮
崎
駿
監
督
の
新
作
映
画
『
君

た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
は
、
事

前
宣
伝
を
全
く
せ
ず
に
、
宮
崎
作

品
で
こ
れ
ま
で
最
も
ヒ
ッ
ト
し
た

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
の
初
動

を
超
え
た
と
い
う
。
こ
の
と
こ
ろ

売
れ
行
き
の
良
い
出
版
物
も
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
が
き
っ
か
け
と
い
う
ケ
ー
ス

が
目
立
つ
。

　
一
方
で
、
新
聞
広
告
や
書
評
が

売
れ
行
き
に
結
び
付
き
に
く
い
と

い
う
声
を
よ
く
聞
く
が
、
全
国
に

２
３
０
店
舗
余
を
展
開
す
る
く
ま

ざ
わ
書
店
は
、
店
舗
の
良
い
場
所

に
、
大
き
く
書
評
コ
ー
ナ
ー
を
展

開
す
る
店
が
多
い
。
こ
の
ほ
ど
当

社
の
セ
ミ
ナ
ー
に
登
壇
し
た
同
書

店
の
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ａ
イ
ー
ア

ス
つ
く
ば
店
・
伊
東
愛
美
店
長
も

書
評
コ
ー
ナ
ー
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
話
し
た
。

　
同
店
で
は
全
国
紙
各
紙
と
地
元

「
茨
城
新
聞
」、
さ
ら
に
『
週
刊
文

春
』
や
経
済
誌
な
ど
の
書
評
に
掲

載
さ
れ
た
書
籍
を
入
り
口
わ
き
の

コ
ー
ナ
ー
で
陳
列
す
る
。す
る
と
、

週
末
か
ら
週
明
け
に
か
け
て
売
れ

て
、
月
曜
日
に
は
棚
が
ス
カ
ス
カ

に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
書

評
コ
ー
ナ
ー
に
力
を
入
れ
る
理
由

を
聞
く
と
、
伊
東
店
長
か
ら
「
力

を
入
れ
な
い
理
由
が
わ
か
ら
な

い
」と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　
同
書
店
は
全
国
に
多
く
の
店
を

出
し
て
い
る
が
、
各
店
舗
は
立
地

も
規
模
も
違
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
に
合
わ
せ
て
店
づ
く
り
を
す

る
。
そ
う
や
っ
て
本
好
き
を
集
め

て
い
る
か
ら
、
書
評
と
の
親
和
性

が
高
い
の
だ
ろ
う
。
マ
ス
を
追
う

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
本
好
き

の
需
要
を
掘
り
起
こ
す
。
そ
れ
が

自
ら
売
れ
筋
を
作
る
書
店
だ
と
あ

ら
た
め
て
感
じ
た
。　
【
星
野
渉
】

３
期
純
損
失

６
・
６
億
円

フ
タ
バ
図
書

　
広
島
を
中
心
に
店
舗
展
開

す
る
フ
タ
バ
図
書
は
７
月
14

日
、
第
３
期
決
算
を
公
表
し

　
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
（
Ｊ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
）
は
７
月
18
日
、
11
月
１
日
の

「
本
の
日
」
を
全
国
的
に
周
知
さ
せ

る
企
画
と
し
て
展
開
し
て
き
た「『
本

ザ
イ
ン
を
一
般
公
募
す
る
。
大
賞
の

作
品
は
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
に
し
て
、「
本

の
日
」
を
皮
切
り
に
企
画
参
加
書
店

で
配
布
す
る
。
全
国
各
地
で
期
間
限

定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を

配
布
す
る
こ
と
で
、「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　
Ｍ

Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
を
さ
ら
に
盛

　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ　
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ「
本
の
日
」記
念
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

大
賞
で
は
、
本
と
の
新
し
い
出
会
い

を
テ
ー
マ
に
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
デ

の
日
』
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
大
賞
」
に
つ
い

て
、今
年
度
か
ら「
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ　
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｓ　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の
関
連
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。

り
上
げ
、
書
店
店
頭
へ

の
来
場
を
う
な
が
す
」

と
し
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　
Ｍ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｓ　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
玄
光
社
、
新
潮
社
、
誠
文
堂

新
光
社
、美
術
出
版
社
が
協
力
す
る
。

た
。
自
己
資
本
比
率
は
４
・

８
％
で
前
期
か
ら
０
・
８
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

　
同
社
は
２
０
２
１
年
、
旧

フ
タ
バ
図
書
か
ら
事
業
を
引

き
継
い
だ
。
ひ
ろ
し
ま
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
、
日

本
出
版
販
売
、
蔦
屋
書
店
、

も
み
じ
銀
行
、エ
デ
ィ
オ
ン
、

広
島
マ
ツ
ダ
が
総
額
９
億
円

を
出
資
し
て
い
る

　
特
製
什
器
は
、
映
画
に
合

わ
せ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ス

ト
ー
リ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
デ
ザ
イ
ン
で
、
コ
ミ
ッ
ク

ス
、
書
籍
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
関
連

商
品
を
ま
と
め
て
展
示
で
き

る
。
同
社
は
セ
ッ
ト
を
申
し

込
ん
だ
書
店
に
は
シ
ー
ル
や

メ
モ
帳
な
ど
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ

の
ほ
か
に
、
希
望
す
る
店
舗

に「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」

着
ぐ
る
み
の
貸
出
し
も
提
供

す
る
。
ま
た
、
同
社
は
全
国

４
会
場
で
映
画
の
試
写
会
を

行
い
、
来
場
の
約
１
０
０
人

の
書
店
関
係
者
に
案
内
し
た

こ
と
も
奏
功
し
、
当
初
の
目

標
で
あ
っ
た
２
０
０
セ
ッ
ト

を
超
え
、
累
計
で
２
５
０

セ
ッ
ト
が
完
売
し
た
。

　
映
画
の
公
開
に
合
わ
せ

て
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
ノ
ベ
ラ

イ
ズ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
発
売

に
な
る
が
、
ア
ニ
メ
か
ら
ク

レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
の
フ
ァ

ン
に
な
る
読
者
が
増
え
る
な

か
、
同
社
の
初
の
試
み
と
し

て
、
劇
場
版
や
ア
ニ
メ
の
原

作
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
と
め
た

「
ザ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
オ
リ

ジ
ン　
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
＆
映
画

化
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
」
も
新
た

に
刊
行
。
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
に

原
作
の
魅
力
も
伝
え
つ
つ
、

ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
の
人

気
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い

く
。
同
社
第
三
営
業
部
の
谷

藤
甫
部
長
は
「
什
器
の
導
入

を
き
っ
か
け
に
、
社
内
で
関

連
商
品
を
企
画
す
る
な
ど
、

よ
り
い
っ
そ
う
ク
レ
ヨ
ン
し

ん
ち
ゃ
ん
ブ
ラ
ン
ド
を
書
店

で
確
立
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
。売

り
場
集
約
で

同
時
購
入
図
る

　
同
社
は
今
ま
で
「
ク
レ
ヨ

ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
シ
リ
ー
ズ

を
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
学
習
参
考

書
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
で
展
開
し
て
き
た

が
、
い
ず
れ
も
30
～
40
代
の

男
女
が
メ
イ
ン
の
購
買
層
で

あ
る
一
方
、
書
店
の
売
り
場

で
は
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
時

購
入
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

多
か
っ
た
と
い
う
。
特
に
原

作
コ
ミ
ッ
ク
ス
は
判
型
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ッ
ク

売
り
場
の
奥
の
棚
で
展
開
す

る
こ
と
が
多
く
、
来
店
客
の

目
に
届
き
に
く
か
っ
た
。

　
今
回
の
特
製
什
器
は
、
店

内
の
関
連
商
品
を
１
カ
所
に

集
約
す
る
こ
と
で
、
普
段

「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」

の
学
習
参
考
書
や
児
童
書
の

読
者
に
対
し
、
原
作
コ
ミ
ッ

ク
ス
の
存
在
感
を
示
す
。
谷

藤
部
長
は
「
原
作
コ
ミ
ッ
ク

ス
の
フ
ァ
ン
に
は
学
参
を
は

じ
め
、
関
連
商
品
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
し
、
ア
ニ
メ
で

フ
ァ
ン
に
な
っ
た
方
に
も
原

作
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
初
の

３
Ｄ
映
画
に
合
わ
せ
た
特
製

什
器
の
展
開
を
端
緒
に
、
当

社
と
し
て
他
社
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に
負
け
な

い
Ｉ
Ｐ
に
し
て
い
く
」と「
ク

レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
狙
い
を
語
る
。

　
な
お
、
什
器
の
イ
ラ
ス
ト

パ
ネ
ル
は
差
し
替
え
可
能
と

し
、
映
画
終
了
後
も
展
開
可

能
な
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。

谷
藤
部
長
は
「
年
間
通
し
て

店
頭
で
展
開
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
を
定
期

的
に
変
え
る
パ
ネ
ル
を
案
内

た
。
最
終
損
益
は
６
億
６
１

０
０
万
円
の
赤
字
だ
っ
た
。

赤
字
額
は
前
期
３
億
５
６
０

０
万
円
か
ら
さ
ら
に
拡
大
し

た
。

　
現
預
金
や
売
掛
金
が
含
ま

れ
る
流
動
資
産
は
、
前
期
比

約
２
億
円
マ
イ
ナ
ス
の
41
億

８
０
０
０
万
円
。
総
資
産
は

同
８
億
７
２
０
０
億
円
減
の

81
億
４
９
０
０
万
円
と
な
っ

す
る
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す

る
予
定
」
と
書
店
で
の
定
着

を
目
指
す
。

　
双
葉
社
は
、８
月
４
日
公
開
予
定
の
映
画『
し
ん
次
元
！

ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ　
超
能
力

大
決
戦　
～
と
べ
と
べ
手
巻
き
寿
司
～
』
に
合
わ
せ
て
、

書
店
向
け
の
特
製
什
器
セ
ッ
ト
の
提
供
を
開
始
し
た
。

樋

口

　茂

金
原

　
　
俊

代

　
表

野

内

雅

宏

代
表
取
締
役

社

長
東
京
都
新
宿
区
新
宿
３―

１―
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　京
王
新
宿
追
分
ビ
ル
５
Ｆ

電
話
０
３（
５
３
１
２
）７
４
２
３（
代
表
）

村

上

和

夫

中

沢

純

一

瀧
本
多
加
志

東
京
都
千
代
田
区
麴
町
五
|
七
|
二

電

　話 

〇
三
（
三
二
三
〇
）
九
四
一
一

小

田

良

次

小

立

健

太

株
式

会
社

ホ
ー
ム
社

〒
一
〇
一
ー
〇
〇
五
一
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